
思いやりと交流で創る   新生文化都市 

①
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
 

　
国
分
寺
庁
舎
は
築
25
年
、
南
河

内
庁
舎
は
築
34
年
、
石
橋
庁
舎
は

築
49
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
 

②
庁
舎
の
狭
隘
化
 

　
石
橋
庁
舎
で
は
事
務
ス
ペ
ー
ス

が
狭
い
た
め
、
高
齢
福
祉
課
、
健

康
増
進
課
が
き
ら
ら
館
事
務
室
を

利
用
し
た
り
、
国
分
寺
庁
舎
で
は

会
議
室
を
事
務
室
に
転
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

③
耐
震
性
の
問
題
 

　
3
庁
舎
と
も
現
在
の
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

④
都
市
計
画
道
路
の
課
題
 

　
国
分
寺
庁
舎
は
、
敷
地
内
に
都

市
計
画
道
路
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

道
路
が
完
成
す
る
と
敷
地
と
事
務

ス
ペ
ー
ス
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。
 

⑤
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
 

　
3
庁
舎
と
も
、
高
齢
者
等
に
配

慮
し
た
対
応
が
不
十
分
で
す
。
 

    　
庁
舎
を
新
築
す
る
か
、
耐
震
補

強
等
を
実
施
し
引
き
続
き
使
用
す

る
か
の
比
較
検
討
を
行
う
た
め
、

一
定
の
条
件
の
も
と
に
想
定
事
業

費
を
算
定
し
、
比
較
検
討
を
行
い

ま
し
た
。
 

新
庁
舎
の
想
定
規
模
と
事
業
費
 

　
建
物
は
、
下
野
市
定
員
適
正
化

計
画
に
よ
り
算
出
し
た
新
庁
舎
に

配
置
す
る
職
員
数
を
基
に
、
総
務

省
の
起
債
基
準
な
ど
の
標
準
的
な

算
定
方
法
か
ら
1
万
2m
、
敷
地

面
積
は
良
好
な
都
市
景
観
を
形
成

す
る
た
め
の
緑
地
等
の
整
備
の
ほ

か
に
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
空
間
や
市
民
イ
ベ
ン
ト

等
の
広
場
、
会
議
重
複
時
等
に
臨

時
的
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
、
可
能
な
限
り
広
場
等

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
約
2

万
5
千
2m
と
し
、
建
築
事
業
費

を
51
億
円
と
想
定
し
ま
し
た
。
 

耐
震
化
の
場
合
の
想
定
事
業
費
 

　
現
在
の
庁
舎
を
長
期
に
わ
た
り

引
き
続
き
利
用
す
る
に
は
、
現
在

の
基
準
に
合
う
耐
震
性
能
を
確
保

す
る
た
め
耐
震
補
強
を
行
う
と
と

も
に
、
建
物
自
体
を
長
持
ち
さ
せ

将
来
的
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

屋
外
防
水
・
給
排
水
管
・
電
気
機

械
設
備
等
の
大
規
模
な
改
修
工
事

が
必
要
で
、
そ
の
改
修
費
用
を
約

20
億
円
と
想
定
し
ま
し
た
。
 

比
較
検
討
結
果
 

　
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
想
定
し

て
「
現
在
の
ま
ま
分
庁
方
式
と
し

庁
舎
を
耐
震
補
強
・
増
改
築
し
引

き
続
き
使
用
す
る
場
合
」
と
「
本

庁
方
式
と
し
1
箇
所
に
統
合
し
た

新
庁
舎
を
建
設
す
る
場
合
」
と
を

比
較
す
る
と
、
ま
ず
、
短
い
期
間

で
の
比
較
で
は
、
現
在
の
庁
舎
を

耐
震
改
修
・
増
改
築
し
た
方
が
、

一
時
的
な
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
と

想
定
で
き
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
耐
震
改
修
と
増
改
築

を
実
施
し
て
も
建
物
本
体
の
劣
化

は
進
み
、
近
い
将
来
に
は
新
し
く

建
替
え
す
る
必
要
が
生
じ
、
中
・

長
期
的
に
考
え
る
と
、
事
業
費
は

新
築
と
比
較
し
て
高
額
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
設
備
等

の
維
持
管
理
に
お
い
て
も
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
新
築
ほ
ど
は
見
込
め
な
い
た

め
、
ト
ー
タ
ル
的
な
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
（
建
築
コ
ス
ト
だ
け

で
な
く
、
維
持
管
理
や
改
修
・
解

体
に
必
要
な
経
費
ま
で
も
含
め
た

建
物
の
生
涯
コ
ス
ト
）
は
高
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
 

　
一
方
、
新
築
し
た
場
合
は
、
当

初
の
建
設
費
用
は
高
額
で
あ
る
も

の
の
長
期
間
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
、

防
災
の
拠
点
づ
く
り
や
市
民
の
利

便
性
・
行
政
業
務
の
効
率
化
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
か
、
設
備
等
の

維
持
管
理
が
容
易
で
あ
り
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
た
め
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
安
価
に
な
る
も

の
と
想
定
で
き
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
比
較
検

討
し
、「
1
箇
所
に
統
合
し
た
新

庁
舎
を
建
設
す
る
」
と
の
結
論
に

達
し
ま
し
た
。
 

 　
 

　
分
庁
方
式
は
、
3
庁
舎
の
状
況

と
課
題
の
と
お
り
、
多
く
の
問
題

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

　
本
庁
方
式
の
場
合
は
、
組
織
の

一
体
化
、
職
員
間
の
意
思
統
一
と

能
率
的
な
執
務
環
境
が
整
え
ら
れ

る
ほ
か
、
各
行
政
部
門
が
一
箇
所

に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
経

費
の
削
減
、
業
務
効
率
の
向
上
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
、
3
庁
舎
に
あ
る
市

民
課
窓
口
機
能
を
隣
接
の
施
設
に

併
設
す
る
な
ど
、
そ
の
機
能
を
維

持
し
て
い
く
方
向
で
検
討
す
れ
ば
、

日
常
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
現

状
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

  　
本
庁
方
式
と
す
る
場
合
、
財
源

は
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と

が
有
利
と
考
え
ら
れ
、
合
併
特
例

債
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
遅
く

と
も
平
成
27
年
度
中
に
新
庁
舎
の

供
用
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
た
め
、
新
庁
舎
の
建
設
に
概

ね
2
年
程
度
の
期
間
を
要
す
る
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
平
成
26
年
度

中
に
着
工
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

  　
今
後
の
庁
舎
建
設
委
員
会
は
、

新
庁
舎
の
建
設
位
置
（
候
補
地
）

を
中
心
に
検
討
が
続
け
ら
れ
、
10

月
頃
を
目
途
に
、
庁
舎
建
設
基
本

構
想（
案
）が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

市
長
に
答
申
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

※合併特例債とは… 
　合併特例債とは、合併市町村が新市建設計画
に基づいて行う事業に対して、合併年度とこれ
に続く10か年度に限り利用できる地方債です。 
　対象事業費の95％に充当でき、元利償還金の
70％が普通交付税によって措置される有利な制
度です。 
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●
今
後
の
検
討
項
目
 


